
秋田県男鹿市、潟上市及び秋田市沖洋上風力発電事業
陸上送電工事に伴うご協力のお願いについて
ご説明日 2025年4月1２日（土）
ご説明場所 下新城振興会
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１．案件概要
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１－１．当事業会社の構成企業

エネルギーを新しい時代へ

国内最大の電力会社。
台湾・欧州洋上の

豊富な経験

発電事業70年の歴史。
国内港湾洋上風力・
県内陸上風力含む
100か所の発電所運営

東北最大の電力会社。
地域No.1の電力小売
事業を展開

三方よしの企業理念を
掲げる国内大手商社。
全国トップのCPPA実績
※ CPPA : 長期電力販売契約
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１－２．事業概要

電気を
つくる

産業を
つくる

恵みを
もたらす

全国に
広げる

国内港湾・台湾の洋上事業を通じ、日本の気象・海象
を熟知する企業と人財で、国内最初の運転開始*を
実現します
*再エネ海域利用法に基づく着床式洋上風力発電事業が対象
県内雇用率86%の国内No1の洋上O＆M会社を設立、
アジアまで事業を拡大し、国内メンテナンス産業の基盤を
構築します

伊藤忠商事の商売インフラを活用し、県内企業と
共同拡販を行うことで秋田商人を育み、自ら稼ぐ
農林水産業を実現します

国内サプライヤー育成や蓄電池等のカーボンニュートラル
*産業の育成に取組み、国内洋上風力産業の発展に
貢献します
*以下、CNという

1
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3

4

事業運営方針

事業計画概要

出力/基数

供給価格 3.00円 / kWh 利用期間

秋田港

2025年4月~2028年2月 (建設) 
及び撤去時

船川港

2025年4月～ (O＆M)

その他の港

利用期間

基地港湾

運転開始

風車機種

2028年6月30日

V236-15MW 
(Vestas製)

315MW / 21基
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１－３.事業エリア

事業実施区域
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１－４．工事計画
• 2023年から各種調査及び詳細設計に着手済み
• 2028年6月の運転開始を確実に実現

構成員・協力企業の洋上風力経験を踏まえ、下記工程を策定

工程 CY23 24 25 26 27 28

適合性確認・WF認証

基地港利用

基礎据付

海底CB敷設

風車据付

試運転

陸上送電工事

25年4月利用開始

27年4月工事開始

27年5月工事開始

27年８月工事開始

25年4月工事開始

運転開始環境影響評価

海底地盤調査

風況調査

詳細設計

洋
上
工
事

陸上変電工事 25年7月工事開始
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２．陸上送電工事について
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２－１．陸上送変電工事全体概要

各風車へ

66kV電力ケーブル

揚陸点

揚陸変電所

154kV電力ケーブル

JR奥羽本線推進工

連系開閉所

154kV CV600mm2, CV800mm2，CV1400mm2

66kV CVT1000mm2

154/66kV揚陸変電所
154kV連系開閉所
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陸上送電工事の全体概要を下図に示します。 東北電力ネットワーク変電所



２－２．下新城地区 交通規制範囲と時期について（予定）
下図記載の期間で工事に伴い交通規制をかけさせていただきたく、ご理解ご協力の程よろしくお願い致します。
市道、県道規制箇所は片側通行止め、安全に通行できる様に区画整備や誘導員配置等の対策を実施します。
掘削作業等の開口や通行規制が生じる農道での作業は、農繁期を避けて実施します。（スライド2-3. 電力ケーブル埋設工事手順 a～c）

①市道片側通行止め
期間：2025.05~2026.10（笠岡踏切下ケーブル横断）
※作業状況によって規制解除期間あり

①

⑦県道112号片側通行止め
期間①：2026.4~2026.11
（管路敷設、推進工法、ケーブル引込）

④農道規制
期間①：2025.11~2026.2（マンホール築造、推進工事）
期間②：2026.1~2026.4初旬（管路敷設）
期間③：2026.6下旬~2026.7（ケーブル引込）

⑤市道片側通行止め
期間①：2025.11~2026.3（マンホール築造、推進工事）
期間②：2025.7~2025.8（管路敷設）
期間③：2026.7~2026.8（ケーブル引込）

④

⑤

⑦

③

②

⑥

②農道規制
期間①：2025.7~2026.1（立坑建設、マンホール築造、

管路敷設）
期間②：2026.6下旬（ケーブル引込）

③農道規制
期間①：2025.11~2026.2（マンホール築造、管路敷設）
期間②：2026.6下旬（ケーブル引込）

⑥農道規制
期間①：2025.11~2025.12（マンホール築造、管路敷設）
期間②：2026.7下旬~2026.8初旬（ケーブル引込）

市道、県道112号等の道路
農道
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２－３．電力ケーブル埋設工事手順
a. ケーブル接続用マンホールの設置

b. ケーブル管路の埋設・仮舗装

c. 管路内への電力ケーブル布設

d. 電力ケーブルの接続

e. 最終復旧

埋設完了した個所から仮舗装

約500ｍ間隔でケーブル接続用のマンホールを
設置します。1日の作業終了時に覆工板をかけて，
夜間は一般車両が通行可能な状態に戻します。

道路を開削し，ケーブル管路を埋設します。
埋め戻し後は速やかに仮復旧を実施します。

ケーブル管路内に電力ケーブルを通線します。

通線した電力ケーブル同士を接続します。

仮復旧個所について，最終復旧を行います。

50m

50m50m

50m

20m

20m

50m

マンホール

マンホール マンホール
ケーブル管路

電力ケーブル
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２－４．道路規制参考図 工事中
工事に伴う規制範囲や誘導員配置、迂回路レイアウト等の参考図をお示しします。
現場状況により対策は変更させていただきますが、皆様が安全に通行できる対策を適切に実施します。
規制は朝8:30頃～夕方16:30前後を予定しており、作業終了後は覆工板等による仮復旧を実施し規制解除とします。
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２－４．道路規制参考図 仮復旧時
作業終了後は覆工板や埋戻しによる仮復旧を実施し規制解除とし、看板設置やコーンバー等による区画、マーカーライトによる注意喚起
等を実施します。
降雪時期に覆工板で仮復旧とする際は、エンボス加工等のスリップ対策が施された覆工板を使用します。
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２－５．下新城地区 各学校へのご説明
下新城地区の学校へ通学する生徒の皆様や保護者の皆様へ情報共有していただく様、本資料を各学校へご説明しお願いしております。
生徒の皆さんが安全に通学路を通行できる対策を実施致します。
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下新城小学校

２０２５年 １月１５日 ご説明

秋田北中学校

２０２５年 ３月１８日 ご説明

秋田県立大学

２０２５年 ４月 ３日 ご説明



写真・画像があれば、挿入してください
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２－６．【HPお知らせ掲載】
陸上送電マッチングフォーラムについて
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２－６．【HPお知らせ掲載】
陸上変電マッチングフォーラムについて
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２－７．弊社連絡先について
本資料に関するご不明点や工事着手以降のご意見等、なにかございましたら下記リンク先及びQRコードから弊社ホー
ムページへアクセスいただき、お問い合わせフォームからご連絡いただけます様、よろしくお願い致します。

【弊社連絡先】
男鹿・潟上・秋田Offshore Green Energy合同会社
HPリンク：https://okaoge.co.jp/
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